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研究要旨： 

本研究の目的は、被災地におけるアルコール関連問題や嗜癖行動の実態を調査し、さらに

追跡調査を実施することによって震災との関連を検討して予防策を検討することにある。

本年度は昨年度に実施した岩手・宮城県調査の対照コントロールとして飲酒や嗜癖に関連

した行動の全国実態調査を実施した。調査の概要および主要な結果は以下の通りである。 

層化 2段無作為抽出法により全国の成人住民から抽出した 2,000 名に対して面接および自

記式からなる調査票を用いて飲酒行動、アルコール関連問題、嗜癖行動に関する調査を実

施した。有効回答は面接調査が 1,082 名（54.1%）、自記式質問票は 1,059 名（53.0%）から

得られた。 

飲酒経験の有無を男女で比較すると男性で経験者の割合が高く、男性では 94.52%、女性の

80.0%が飲酒経験ありと回答していた。一方、高齢の女性では飲酒経験のないものが 70 歳

代で約 47%、80 歳以上では半数に飲酒経験がない。 

飲酒頻度は男女とも年代による差が大きく、毎日飲酒すると回答した者の割合は男性では

60 歳代、50 歳代で高い。一方、毎日飲酒する女性は 40 歳代で最多であり、70 歳代が次ぐ。

若い世代の飲酒は毎日飲酒すると回答した20歳代男性は一人もいなかったのに対して女性

では 8.2%が回答しており、20 歳代では女性の飲酒頻度が高い。 

飲酒経験のあるものを対象として 1回あたりの飲酒量を聴取して、性別・年代別に比較し

たところ、20 歳代を除いて全年代で男性が女性より飲酒量が多いが、唯一 20 歳代では男女

とも平均飲酒量はほぼ同じであった。また、飲酒量をグループに分けて比較したところ、

20歳代男性では 2単位未満が最多で 38.5%であったのに対して 20歳代女性では 2単位以上

4単位未満が最多で 37.5%であった。また、1回に 6単位以上を飲酒する多量飲酒者の割合

は 20 歳代男性で 15.4%であったのに対して女性では 26.6%と女性の多量飲酒者の割合が高

かった。 

本研究はDSM-IVの基準を用いて全国の一般住民における有病率を国内では初めて調査して

いる。その結果、最近 1年間のアルコール依存症の基準に該当するものの割合は、男性の

9.9%、女性の 1.5%であり、生涯の依存症の基準に該当するものは男性の 21.9%、女性の 5.4%

であった。米国の調査結果と比較すると、米国では若い世代の依存症有病率が高いが、我

が国では中年の世代の有病率が高く、年代による有病率の差が明らかであった。 
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A．研究目的 

災害発生後に被災地で飲酒量が増加してア

ルコール関連問題が発生することは国外の

過去の多くの災害やその調査が指摘してい

る。 

本研究は飲酒行動、嗜癖行動やアルコール

関連問題に震災の及ぼす影響を検討して実

態を把握（横断的および縦断的研究）し、

効果的予防方法や対策に関して検討するこ

とを目的とする。 

海外ではアルコール関連問題は PTSD やう

つ病などと並んで災害後のメンタルヘルス

を検討する上で重要な課題であり、研究の

必要性は極めて高い。一方、わが国では阪

神淡路大震災後にアルコール関連問題によ

る孤独死の多いことが報告されているもの

の、災害がアルコール関連問題に及ぼす影

響に関して検討した調査は皆無に等しい。

また、ギャンブルなどの嗜癖行動と災害と

の関連に関する調査は国内外ともにほとん

ど行われていない。 

さらに、本研究は災害がどのように被災者

の飲酒行動や嗜癖関連行動を変化させるか、

災害がアルコール関連問題の発生にどのよ

うに関わるかといった点を明らかにし、ア

ルコール関連問題に脆弱な者の特定やその

対策について検討するために必要な情報を

提供することによって今後の災害の際にア

ルコール関連問題や病的嗜癖の予防策や対

策を講じる上で重要なエビデンスを提供す

る。 

以上の点を踏まえて本研究の特徴は以下の

点である。 

１）被災地におけるアルコール関連問題の

状況を一般人口に対する無作為抽出標本を

使った調査は過去にほとんど行われていな

い。 

２）アルコール関連問題のみならずニコチ

ン依存、ギャンブル、インターネット、睡

眠薬・ベンゾジアゼピン系薬物の使用とい

った嗜癖に関連した行動について災害との

関連を本調査が初めて明らかにする。 

３）過去の調査ではアルコール依存につい

てスクリーニングテストを用いて推計する

ものがほとんどであるが、本調査では直接

面接で DSM-IV 診断基準 1)を適応してアル

コール依存、乱用の被災地における実態を

初めて明らかにする。 

４）過去の全国調査で使用されたアルコー

ル関連問題、ギャンブル依存、インターネ

ット依存、ニコチン依存のスクリーニング

テストと同じテストを使用することによっ

て全国調査との比較を可能にする。 

本年度は 3年計画の 2年目であり、昨年実

施した岩手・宮城県における住民調査の対

照コントロールとして全国の 20 歳以上の

住民を対象とした調査を実施した。調査内

容は飲酒、喫煙、睡眠薬・ベンゾジアゼピ



ン系薬物の使用、ギャンブル、インターネ

ットについての使用状況である。 

 

B. 研究方法 

１）3年間の概要 

本研究の中心課題は被災のアルコール関連

問題や嗜癖行動へ及ぼす影響を調査するこ

とである。本年度は岩手県、宮城県の住民

を対象とした縦断調査を行って、飲酒、喫

煙、ギャンブル、インターネット等の行動

の実態調査を行った。次年度では被災地の

コントロールとして全国の住民を対象とし

た調査を実施して被災地の結果と比較する。

最終年度では初年度の調査に協力してくれ

た住民に対して再度調査を行って、アルコ

ール・嗜癖関連行動について縦断的に調査

を実施する予定である。 

２）実態調査 

① 調査票 

調査票は昨年度の調査で使用したものと基

本的には同一のものである。昨年度との違

いは被災に関する質問が被害の有無のみを

尋ねるようにした点が唯一異なっている。

調査票は面接調査用と自記式の調査票で構

成されている。 

面接調査用の調査票では喫煙の有無、喫煙

本数、飲酒経験の有無、飲酒頻度・量、飲

酒によるフラッシング反応の有無について

質問している。飲酒量については普段飲む

酒類およびその量を尋ねているが、量の確

認にはコップのサンプルを提示して正確に

量を推計できるように配慮している。さら

に、DSM-IV のアルコール依存症（現在お

よび生涯）、アルコール乱用（現在および生

涯）の基準に関する質問項目が含まれてい

る。この調査票は米国における大規模な一

般住民調査(National Epidemiologic Survey 

on Alcohol and Related Conditions; 

NESARC)2)で使用されたものを邦訳して

使用した。さらに、面接調査では性別、誕

生日、学歴、婚姻状況、生育地、同居家族、

職業、収入といった基本情報を聴取した。 

一方、自記式調査票では以下の項目につい

て記載を依頼した。 

a. Alcohol Use Disorders Identification Test 

(AUDIT)質問票 3) 

AUDIT は主に有害な使用の同定を目的とし

たスクリーニングテストである。各質問項

目の回答にある点数を合計したものが得点

となる。カットオフ値は国内で使用する場

合には 10~14 点にすることを推奨する報告

もあるが 4)、本研究では原版で国際的にも

採用されることの多い 8 点、12 点、15 点

を採用した。 

b. CAGE 質問票 5) 

過去のすべての期間を対象として聴取する

質問票であり、2 項目以上に該当する場合

にアルコール依存症とされる。 

c. ニコチン依存質問票（Fagerström Test 
for Nicotine Dependence ; FTND）6) 
このテストは自記式で行われるニコチン依

存のスクリーニングテストである。生理学

的な側面からニコチン依存症の程度を簡易

に評価するためのスクリーニングテストと

して、国際的に広く用いられる。 

d. ニコチン依存質問票（Tobacco 

Dependence Screener; TDS）7) 

TDS は ICD-10 や DSM-Ⅳに準拠して、精神

医学的な見地からニコチン依存症をスクリ

ーニングすることを目的として開発された

ものであり、10 項目の質問から構成され、

5項目以上に該当する場合にニコチン依存



症が疑われる。 

e. インターネット依存質問票（Internet 

Addiction Test; IAT）8) 

IAT は 20 項目からなるテストで 20-39 点を

標準ユーザー、40-69 点を問題ユーザー、

70-100 点を重篤問題ユーザーと評価する

8)。日本語版は他の研究班が邦訳したもの

を使用した。 

f. ギャンブル依存質問票（South Oaks 

Gambling Screen; SOGS）9) 

病的賭博（ギャンブル嗜癖）は修正日本語

版 SOGS を用いて評価し、5 点以上を病的

賭博者とした 9）。他の研究班が邦訳したも

のを使用した。 

g. ベンゾジアゼピン系薬物依存質問票

（BDEPQ） 

海外にて作成されてベンゾジアゼピン依存

症のスクリーニングに広く使用されている

スクリーニングテストである。本研究班で

邦訳したものを使用した。海外ではカット

オフ値は 23 点とすることが推奨されてお

り、本研究班でも 23 点を採用した。 

h. 寝酒の頻度・量 

調査に用いた調査票は本報告書に添付資料

として示した。 

 

② 標本抽出 

層化 2段無作為抽出法により、岩手県、宮

城県、福島県を除く 100 地点から今回の対

象とした20歳以上の男女2,000名を抽出し

た。抽出方法の詳細は添付資料として本報

告書に示した。 

 

③ 調査方法 

あらかじめ抽出された対象者に対して、事

前に調査依頼のはがきを送付した。調査は

一斉に平成 25 年 11 月 7日から同年 12 月 3

日までの間に実施した。各地区の調査員が

対象者の自宅へ出向いて、面接調査部分は

面接により回答を聴取し、面接後に自記式

調査票に記入を依頼して調査票は調査員が

後日自宅を訪問して回収した。有効回答は

面接調査が 1082 名（54.1%）、自記式質問票

は 1059 名（53.0%）から得られた。回答の

得られなかった理由として、転居 86 名

(9.1%）、長期不在 51 名(5.4%）、一時不在

261 名（27.6%）、住所不明 28 名（3.0%）、

拒否 468 名（49.6%）、その他 21 名（2.2%）、

面接または留置のみ協力 29 名（3.1%）とな

っている。なお、実際の調査は上記標本抽

出を含めて、社団法人新情報センターに委

託した。 

 

④ 解析方法 

得られた回答はコンピューターに入力して

解析を行った。解析には統計解析パッケー

ジ SAS（version 9.2）を使用した。サンプ

リングで層化 2段無作為抽出を行っている

ため、データの補正は行っていない。 

 

⑤ アルコール乱用の同定 

アルコール乱用は DSM-IV で定義されるカ

テゴリーである。本研究では DSM-IV の診断

基準に合わせた面接調査票を用いている。 

以下にその診断基準を示す。 

臨床的に著名な障害や苦痛を引き起こす不

適応的なアルコール使用様式で、以下の少

なくとも一つが 12 か月以内に起こること

によって示される。症状は依存の診断基準

を満たしたことはない。 

アルコールの反復的な使用の結果、仕事、

学校、または家庭の重要な役割義務を果た



すことができなくなる。 

身体的危険のある状況でアルコールを反復

使用する。 

反復的に引き起こされるアルコール関連の

法律上の問題。 

持続的、反復的な社会的または対人関係の

問題がアルコールの影響により引き起こさ

れたり、悪化したりしているにもかかわら

ず、アルコール使用を継続する。 

診断基準ではアルコールを含むすべての精

神作用物質に共通するが、ここでは作用物

質はアルコールに限定して記載した。調査

では最近 1年間および生涯にわたって該当

する項目について聴取した。 

⑥ アルコール依存症の同定 

本研究では DSM-IV の診断基準に合わせた

面接調査票を用いている。 

以下にその診断基準を示す。 

臨床的に重大な障害や苦痛を引き起こすア

ルコール使用の不適応的な様式で以下の 3

つ（またはそれ以上）が、同じ 12 か月の期

間内のどこかで起こることによって示され

る。調査では過去 1年間および生涯にわた

って該当する項目があるか聴取した。 

耐性、以下のいずれかによって定義される

もの：a. 酩酊または希望の効果を得るため

に著しく増大した量のアルコールが必要 

b. アルコールの同じ量の持続使用により、

著しく効果が減弱 

離脱、以下のいずれかによって定義される

もの：a. アルコールに特徴的な離脱症候群

がある b. 離脱症状を軽減したり回避し

たりするために、アルコールを摂取する 

アルコールをはじめのつもりより大量に、

またはより長い期間、しばしば使用する 

アルコールを中止、または制限しようとす

る持続的な欲求または努力の不成功のある

こと 

アルコールを得るために必要な活動（例：

長距離を運転する）、アルコール使用（例：

立て続けに飲む）、またはその作用からの回

復などに費やされる時間の大きいこと 

アルコールの使用のために重要な社会的、

職業的または娯楽的活動を放棄、または減

少させていること 

精神的または身体的問題がアルコールによ

って持続的、または反復的に起こり、悪化

しているらしいことを知っているにもかか

わらず、アルコール使用を続ける 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は独立行政法人国立病院機構久里浜

医療センター倫理審査委員会の承認を得て

実施した。調査対象者に対しては、調査の

趣旨・内容・方法等を記した依頼状を郵送

して、調査の内容を伝え、その後に調査員

が自宅を訪問して、対象者に調査の趣旨、

内容、方法をよく説明して書面による同意

を得た上で調査を実施した。また、得られ

た情報は厳密に保管して、本調査の関係者

以外が取り扱えないよう配慮し、個人情報

の漏洩予防には十分な対策を講じた。デー

タの公表の際には個人名などの個人が特定

される情報は削除し、個人情報の保護には

十分配慮する。 

 

C. 研究結果 

１．回答者の背景情報(表 1～7) 

回答者の性別、年齢別および住居地域別分

布は付表の基本集計の通りである。男性は

493 名、女性は 589 名から回答を得た。平

均年齢は男性が 54.7±16.7 歳、女性が 52.0



±16.4 歳と女性で年齢が若い。 

回答者の教育歴は学校に通った年数を尋ね

ている。中学卒業程度の 9年までが男性は

11.4％、女性は 11.5％、高校中退または卒

業程度の 10 年～12 年が男性 36.4％、女性

は 42.7％であった。 

婚姻状況は配偶者と同居している者が男性

の 76.1％、女性の 66.7％と最多であり、そ

の次は男女とも未婚で男性は 18.7%、女性

は 17.7%であった。 

同居家族数は男性では本人を含めて 2名が

最多で 30.4%、女性は 3名が最多で 27.3%

を占めた。次に多いのは男性の場合、3名

で 26.8%、女性は 2名で 26.0%であった。 

職業は男性では勤め（正社員・職員）が 46.5%、

無職が 26.2%の順であり、女性では専業主

婦が 34.5%、勤め（非常勤）が 28.2%の順で

ある。 

回答者の収入は男性では 200～300 万円未

満が 23.9%と最も多く、300～400 万円未満

が 17.2%と次に多い。女性では 100 万円未

満が 28.5%、100～200 万円未満が 25.6%の

順であった。 

２．震災による被害の有無（表 8） 

震災による被害は少数であるが、男性の

6.1%、女性の 7.0%で被害があったと回答し

ている。被害の内訳は巻末に資料として掲

載する。 

 

３．飲酒パターン 

飲酒については面接調査票にてアルコール

飲料を飲んだ経験の有無、飲酒頻度、飲酒

量、飲酒開始年齢、少量の飲酒による顔面

紅潮の有無、自記式調査票では各スクリー

ニングテストに加えて寝酒の習慣の有無と

頻度を聴取している。 

１）飲酒経験の有無(表 9) 

男女で比較すると男性で経験者の割合が高

い。男性では 94.52%、女性の 80.0%が飲酒

経験ありと回答している。一方、高齢の女

性では飲酒経験のないものが 70 歳代で約

47%、80歳以上では半数に飲酒経験がない。 

２）飲酒頻度(表 10) 

飲酒頻度は面接調査および自記式質問票

（AUDIT）で確認しているが、表には面接調

査で聴取した頻度を集計した。調査では平

均的な飲酒の頻度を質問している。 

表には年代・性別の飲酒頻度を示したが、

男女とも年齢によって頻度が異なることが

明らかである。20 歳代で男女を比較すると

毎日飲酒すると回答した男性はおらず、週

に 3～6日は 15.8%であったのに対して女性

の 8.2%が毎日、8.2%が週に 3～6日飲酒す

ると回答している。飲酒頻度が高いものの

割合は女性に多い一方で月に 1日以下の割

合も女性に多い。このように 20 歳代の女性

では高い頻度で飲酒する女性とあまり飲酒

しない女性の 2極化が生じている可能性が

ある。一方、30 歳代以上の年代ではいずれ

の年代も男性で頻度が高い。飲酒頻度に関

して男性で頻度が高いことは従来の飲酒実

態調査の結果と一致する。特に 60 歳代の男

性では半数近くが毎日飲酒すると回答して

いる。一方、本調査では若い世代では高い

頻度で飲酒する者の割合は女性で多いとい

う結果が示された。この女性の方で飲酒頻

度が多いという結果は従来の飲酒実態調査

ではみられなかった結果である。 

４）飲酒量(表 11) 

本調査では過去 1年間に飲酒経験のあった

者に対して普段の 1日の飲酒量を質問して

いる。酒類を a. ビール・発泡酒、b. 日本



酒、c. 焼酎、d. 酎ハイ類、e. カクテル類、

f. ワイン、g. ウイスキー類、h. その他に

分類して、酒類ごとにコップの写真を見て

もらいながら量を推計して飲酒量を調査す

る方法を採用した。集計には各飲料に含ま

れる純アルコール量を用いた。なお、アル

コール量の単位には純アルコール 10 グラ

ムを 1単位として集計した。 

表には飲酒経験のある者のみの集計を示す。

飲酒頻度同様に20歳代では1回あたりの飲

酒量はほぼ同じだが、30 歳以上の年代では

明らかに男性で飲酒量が多い。若い世代で

は飲酒に関する男女差がなくなっているこ

とが示されている。 

５）飲酒量の分布（表 12） 

1 回あたりの飲酒量を分類して性別、年代

別に比較した。 

20歳代の男女を比較するともっとも割合の

多い飲酒量は男性で 2単位未満なのに対し

て、女性では 2単位以上 4単位未満と女性

の方が多く、6単位以上を飲酒する多量飲

酒者の割合も女性で高い（男性 15.4%、女

性 17.2%）。 

30歳代以上の年代では男性で飲酒量が多い

ことは表 11 の結果と同じである。特に 40

歳代、50 歳代の男性では 6単位以上飲酒す

る多量飲酒者の割合は概ね 4人に 1人の割

合であった。 

６）寝酒の習慣(表 13) 

眠りを助けるために飲酒することを寝酒と

定義してその習慣の有無、頻度について質

問している。表には性別・年代別に寝酒の

頻度を示す。男性の場合は 40 歳代、50 歳

代で寝酒の頻度が高い傾向にある。女性は

男性より頻度がかなり少ない。 

 

４．AUDIT、CAGE テスト 

これらのテストはいずれも国外から導入さ

れた。両テストとも国内外で広く使用され

ているものである。 

１）AUDIT（表 14） 

表にはカットオフ値を８点、１２点、１５

点とした場合の割合を性別・年代別に示し

た。 

男性の場合、いずれのカットオフ値におい

ても 40 歳代、50 歳代でカットオフ値を上

回る割合が高い。一方、女性の場合はカッ

トオフ値が 8点の場合は 20 歳代～40 歳代

で多いが、12 点、15 点では 30 歳代、40 歳

代で多いという結果であった。 

２）CAGE（表 15） 

表には性別・年代別の点数を示した。男性

では AUDIT と同様に若い世代で陰性者が多

く、30 歳代で最多で 40 歳代が次ぐ。女性

では男性より点数の低い者が多いが、40 歳

代で１点以上の割合が高い。 

５．DSM-IV 基準による乱用・依存の割合 

表 16 には性別・年代別に乱用・依存の基準

を最近１２カ月間と１年以上前の過去に分

けて該当する者の割合を示した。 

アルコール乱用 

対象者全体では過去 1年間に乱用の基準に

該当するものは男性 2.0%、女性 1.2%、生涯

の乱用の基準に該当するものは男性 9.7%、

女性 2.7%であった。この調査結果を 10 歳

階級で集計して、2012 年 10 月の日本総人

口を基準として年齢調整をすると、現在の

アルコール乱用の基準に該当するのは男性

の 2.3%、女性の 1.4%、生涯の基準に該当す

るのは男性の 9.4%、女性の 2.4%となる。 

年齢分布をみると、過去に乱用の基準に該

当した者の割合は男性では 40 歳代で最多



であり、20 歳代、50 歳代が次ぐ。女性の場

合は生涯の乱用は 50 歳代、30 歳代の順で

多かった。 

アルコール依存症 

現在の依存症の基準に該当する者の割合は

男性では 50 歳代が最多であり、40 歳代が

次ぐ。女性は男性に比べると該当する者は

少ないが、20 歳代、30 歳代で多く、40 歳

代が次ぐというパターンは男性と異なり、

若い世代に多い。このことは飲酒量の多い

ものが女性の場合は若い世代に多いことと

一致している。対象者全体では男性の 9.9%、

女性の 1.5%が現在の依存症の基準に該当し

た。乱用の場合と同様に 2012 年の日本総人

口を基準として年齢調整すると、現在の依

存症の有病率は男性の 10.0％、女性では

1.5%であった。 

一方、生涯の依存についてみると、男性で

は 40 歳代、50 歳代で最多であり、現在の

依存と同様に中年世代に多いというパター

ンである。女性の場合は 30 歳代、40 歳代

で多い。対象者全体では男性の 21.9%、女

性の 5.4%が生涯の依存症の基準に該当し、

この結果を日本総人口を基準に年齢調整す

ると男性の 20.3%、女性の 5.1%が該当する

ことになる。 

６．喫煙 

喫煙に関しては過去に１００本以上のたば

こを吸ったことがあるものを喫煙経験あり、

ない者を非喫煙者と定義した。さらに、調

査前１カ月間に喫煙ありと回答したものを

喫煙者、過去１か月間には飲酒していない

と回答したものを元喫煙者と定義して、表

にその割合を男女・年代別に示した。 

１）喫煙者の割合（表 17） 

全体では非喫煙者は男性の 35.3%、女性の

81.2%、元喫煙者は男性の 27.7%、女性の

9.0%、現在の喫煙者は男性の 33.9%、女性

の 8.5%であった。男性では 40 歳代から 50

歳代で喫煙者の割合が高く、女性では 20 歳

代で最多である。 

２）ニコチン依存のスクリーニングテスト

（表 18） 

この調査では２種類のスクリーニングテス

トを用いた。表には FTND、TDS それぞれの

カットオフ基準値での割合を性別・年代別

に示す。男性では FTND のカットオフ値を上

回っているのは 40 歳代～60 歳代で割合が

高い。女性では FTND の高得点は少ない。TDS

についてみると男性では 30 歳代から 50 歳

代でカットオフを上回る高得点者の割合が

高いが女性の場合は 20 歳代で最多となっ

ている。 

７．インターネット依存質問票(表 19) 

表には IAT40 点以上の者の割合を性別・年

代別に示す。表から明らかなようにインタ

ーネット依存が疑われる IAT40 点以上のも

のは男女とも 20 歳代で最多であり、30 歳

代、40 歳代が次ぎ、それ以上の年代ではゼ

ロであった。 

８．ギャンブル依存質問票(表 20) 

SOGS5 点以上の者の割合を性別・世代別に

表に示す。性別では男性に多く、年代では

男性は 40 歳代、50 歳代で割合が高い。一

方、女性は 20 歳代で最多であり、30 歳代

が次ぎ、男性とは異なるパターンであった。 

９．睡眠薬の使用とベンゾジアゼピン系薬

物依存(表 21、22) 

本調査では自記式質問票に睡眠に関する質

問項目が含まれており、「眠りを助けるため

に睡眠剤や安定剤を使うことがありますか」

という設問がある。さらに使うことがある



場合にはその頻度を回答してもらう。 

表 21 にはその頻度を性別・年代別に示す。

1週間に 5日以上とほぼ毎日使用している

者の割合は全体では女性に多く、年代では

男女とも 70 歳代の高齢者に多いことがわ

かる。 

表 22 には BDEPQ の 23 点以上の者の割合を

性別・年代別に示すが、睡眠薬の使用頻度

と同様に女性に多い。男性では全体で 0.4％

と極めて少ないが、女性では少ないながら

どの年代にも数％認められていた。 

１０．AUDIT と他のスクリーニングテスト

結果との相関について(表 23～28) 

表には AUDIT8 点以上と他のスクリーニン

グテストとのクロス集計を示す。AUDIT は

ニコチン依存スクリーニングテストとは

FTND、TDS ともに男女共通して強い相関を

示しており、アルコール問題と喫煙は相関

が強いことを示す。 

一方、インターネットとは有意な相関を認

めなかった。ギャンブル依存とも同様であ

った。 

睡眠薬の使用頻度に関しても特に相関は認

められなかった。BDEPQ と AUDIT について

も相関を認めなかった。 

寝酒とのクロス集計では強い相関が認めら

れ、AUDIT8 点以上の者では寝酒の頻度が有

意に高く、アルコールを睡眠薬代わりに使

用している可能性を示唆するものといえる。 

１１．被災状況との相関について 

次に被災状況と飲酒関連行動との関連をみ

たが、東日本大震災によって被害があった

と報告しているのは男性の 6.1%、女性の

7.0%と低い割合である（表 8）。従って、統

計検定の解釈には注意が必要であるが、震

災による被害と相関を認めたものは女性に

おける多量飲酒者の割合（表 29）と DSM-IV

のアルコール乱用（表 30）であった。男性

ではむしろ被害のあったものは多量飲酒者

の割合が低く、DSM-IV のアルコール乱用に

該当する者の割合も被害のなかった男性と

等しいため、これらの結果の解釈には注意

を要する。 

 

D. 考察 

本研究は一般住民調査を用いて震災被害が

アルコール関連問題や嗜癖行動へ及ぼす影

響について検討するものである。本年度は

昨年度に調査した岩手県・宮城県沿岸部と

内陸部の住民調査の対照コントロールとし

て全国の住民を対象とした調査を実施した。 

まず、本調査結果を 2008 年に実施された全

国調査 11)と比較すると、AUDIT8 点以上の

割合は本研究では男性の 25.3％、女性の

3.8％が 2008 年全国調査では男性 22.9%、

女性 3.6%とほぼ同様の割合であった。

AUDIT12 点以上は本研究の対象となった男

性の 10.1%、女性の 1.3%であったのに対し

て 2008 年全国調査では男性 10.5%、女性

1.7%とほぼ同じ割合である。同様にAUDIT15

点以上の割合は本調査対象者のうち、男性

では 5.8%、女性 0.9%であったのに対して

2008 年全国調査では男性 5.7%、女性 0.8%

と男性ではやはりほぼ同じ割合である。 

一方、アルコール依存症の診断基準に当て

はまるものの割合は本研究と 2008 年の調

査とでは基準が異なるため、直接比較する

ことはできない。しかし、本調査で使用し

た DSM-IV の診断基準を用いると男性の

7.7%、女性の 1.7%がアルコール依存症の基

準を今までに満たしたことがある（障害有

病率）のに対して 2008 年の調査では ICD-10



を用いているが、アルコール依存症の生涯

有病率に該当したのは男性の 1%、女性の

0.2%と大きな違いが見られている。 

その理由として、アルコール依存症の診断

基準そのものの違いが挙げられる。ICD-10

と DSM-IV の診断基準を比較すると基準そ

のものにはあまり大きな違いはない。

ICD-10 では１）飲酒への強い欲望、２）飲

酒を始めたり止めたりすることや飲酒量の

コントロール喪失、３）中止または減量し

た時の離脱症状、４）耐性の存在、５）飲

酒中心の生活、６）負の強化への抵抗の 6

項目の内、3項目以上が認められることが

必要となる。一方、DSM-IV は、１）耐性、

２）離脱症状、３）飲酒のコントロール喪

失、４）断酒や節酒が不能であること、５）

飲酒に関連したことに長い時間を費やすこ

と、６）飲酒のために社会的、職業的、娯

楽的活動を放棄したり減少させること、７）

負の強化への抵抗の 7項目の内、3項目以

上が認められることが必要となる。しかし、

ICD-10 では 1年間に同時に 3項目以上に当

てはまることが必要なのに対して DSM-IV

では 3項目以上が 1年間のどこかで認めら

れれば該当とみなされる。基準に該当する

時期の違いがその割合に影響している可能

性が考えられる。 

本研究では米国の大規模研究で使用された

調査質問票のアルコール使用障害の部分を

邦訳して施行したため、2国間での比較が

可能となる。 

図 1～4に論文に発表された米国での調査

結果と本研究の結果との比較を示す。米国

の調査は 2001 年から 2002 年にかけて全米

の 18 歳以上の一般住民 43,093 名を対象と

している。アフリカ系住民やヒスパニック、

若年者（18 歳から 24 歳）の割合が全米の

割合より多かったと報告されている 13)。 

アルコール依存症（過去 1年）およびアル

コール乱用（過去 1年）の有病率を性別、

年齢別に分けて比較した。男性の依存症有

病率については日米間ではむしろ本研究で

有病率が高いという結果であった。また、

米国の調査では依存も乱用も若い世代に多

いことが特徴として挙げられる一方、本研

究では男性の場合は図 1に示すように中年

世代の有病率が高いという特徴がある。し

かし、乱用については男女、年齢に無関係

に米国で明らかに有病率が高い。国民性や

飲酒パターンの違いなどが影響している可

能性が考えられるが、今後の課題である。 

いずれにせよ、本研究はこの調査票を用い

て一般住民を対象に調査を実施した初めて

の研究である。 

喫煙者の割合は男性 30.8%、女性 10.4%であ

ったが、この結果を平成 23 年の国民栄養調

査 12)の結果と比較すると男性 32.4%、女性

9.7%と男女とも概ね同じ割合であった。 

FTND7 点以上（高度依存）の割合は男性の

2.8%、女性の 0.4%が該当していた。この割

合を前述の 2008 年全国調査と比較すると、

男性の 5.1%、女性の 0.6%が FTND7 点以上と

報告されており、男性ではやや少ないもの

の、女性はほぼ同じ割合である。 

インターネット依存の IAT40 点以上の割合

は男女とも 20 歳代、30 歳代という若い世

代で高いという特徴があるが、これは既存

の多くの調査結果と一致する。本研究では

素集計で男性の 4.7%、女性の 2.5%が 40 点

以上であった。これを 2012 年の 20 歳以上

総人口で年齢を標準化すると男性の 6.9%、

女性の 2.5%となる。一方、2008 年の全国調



査では年齢を調整した割合で男性の 8.3%、

女性の 7.7%が 40 点以上という結果であっ

た。 

ギャンブルに関しては SOGS5 点以上の割合

は男性 11.1%、女性 1.7%であった。これを

総人口で年齢調整をすると男性の 11.5%、

女性の 1.7%が 5点以上となる。2008 年の全

国調査では男性 9.5%、女性 1.6%と男女とも

ほぼ同じ割合であった。 

今回の調査で震災の影響を検討するために

沿岸部と内陸部での比較と被災状況との関

係について集計した。 

 

E. 結論 

本研究の目的は、被災地におけるアルコー

ル関連問題や嗜癖行動の実態を調査し、震

災との関連を検討することにある。 

本年度は被災地調査の対照コントロールと

して全国を対象とした実態調査を実施した。 

本研究は国内では初めて DSM-IV を用いて

アルコール依存症および乱用の全国の一般

住民を対象として有病率調査を実施した。

米国における調査結果との比較から、わが

国では中年男性の依存症の有病率が高い可

能性が示唆された。また、その他の項目に

ついて本研究で得られた結果は 2008 年の

全国調査結果とほぼ同じ結果であり、調査

の妥当性は得られたと考える。 

昨年度の岩手県・宮城県調査との比較につ

いては、分担研究者である尾崎米厚先生の

報告書をご覧いただきたい。 
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H. 知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

特になし 



表１ 基本集計（性・年齢階級別、回答数） 

 

 男性 女性 男女合計 

年齢階級 実数 % 実数 % 実数 % 

20 歳代 39 7.9 64 10.9 103 9.5 

30 歳代 72 14.6 93 15.8 165 15.3 

40 歳代 77 15.6 108 18.3 185 17.1 

50 歳代 87 17.7 105 17.8 192 17.7 

60 歳代 109 22.1 122 20.7 231 21.4 

70 歳代 85 17.2 79 13.4 164 15.2 

80 歳以上 24 4.9 18 3.1 42 3.9 

合計 493 100.0 589 100.0 1082 100.0 

注：端数を四捨五入しているため 100 パーセントにならない場合がある 

 

表 2 基本集計（平均年齢） 

 男性 女性 男女計 

平均値 54.7 52.0 53.2 

最小値 20 20 20 

最大値 98 87 98 

標準偏差 16.7 16.4 16.6 

   

  



表３ 基本集計（教育年数） 

 

 6 年以下 7 年以上 9年以下 10 年以上 12 年以下 13 年以上 15 年以下 16 年以上 合計 

 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 %  

男 性         

20 歳代 0 0 0 0 11 28.2 10 25.6 18 46.2 39 

30 歳代 0 0 3 4.2 25 34.7 10 13.9 34 47.2 72 

40 歳代 0 0 4 5.3 28 36.8 13 17.1 31 40.8 76 

50 歳代 0 0 5 5.8 35 40.2 13 14.9 34 39.1 87 

60 歳代 0 0 11 10.1 48 44.0 13 11.9 37 33.9 109 

70 歳代 0 0 21 24.7 29 34.1 11 12.9 24 28.2 85 

80歳以上 3 12.5 9 37.5 3 12.5 5 20.8 4 16.7 24 

全体 3 0.6 53 10.8 179 36.4 75 15.2 182 37.0 492 

女性 

20 歳代 0 0 1 1.6 19 29.7 19 29.7 25 39.1 64 

30 歳代 0 0 2 2.2 28 30.1 42 45.2 21 22.6 93 

40 歳代 0 0 1 0.9 39 36.5 47 43.9 20 18.7 107 

50 歳代 1 1.0 4 3.8 55 52.4 30 28.6 15 14.3 105 

60 歳代 0 0 18 14.8 68 55.7 20 16.4 16 13.1 122 

70 歳代 2 2.5 27 34.2 36 45.6 12 15.2 2 2.5 79 

80歳以上 3 16.7 9 50.0 6 33.3 0 0 0 0 18 

全体 6 1.0 62 10.5 251 42.7 170 28.9 99 16.8 588 

 



表４ 基本集計（婚姻状況） 

 
配偶者と同居 配偶者と別居 内縁関係 死別 離婚 

未婚（結婚したこと

がない） 
無回答 合計 

 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％  

男性                

20 歳代 9 23.1 1 2.6 0 0 0 0 0 0 28 71.8 1 2.6 39 

30 歳代 49 68.1 0 0 0 0 0 0 2 2.8 21 29.2 0 0 72 

40 歳代 56 72.7 0 0 0 0 0 0 1 1.3 20 26.0 0 0 77 

50 歳代 71 81.6 1 1.2 0 0 0 0 2 2.3 13 14.9 0 0 87 

60 歳代 92 84.4 1 0.9 0 0 2 1.8 5 4.6 9 8.3 0 0 109 

70 歳代 78 91.8 1 1.2 0 0 3 3.5 2 2.4 1 1.2 0 0 85 

80歳以上 20 83.3 1 4.2 0 0 3 12.5 0 0 0 0 0 0 24 

合計 375 76.1 5 1.0 0 0 8 1.6 12 2.4 92 18.7 1 0.2 493 

女性                

20 歳代 17 26.6 0 0 0 0 0 0 1 1.6 46 71.9 0 0 64 

30 歳代 71 76.3 1 1.1 0 0 0 0 2 2.2 19 20.4 0 0 93 

40 歳代 78 72.2 4 3.7 0 0 0 0 7 6.5 19 17.6 0 0 108 

50 歳代 83 79.1 5 4.8 0 0 4 3.8 5 4.8 8 7.6 0 0 105 

60 歳代 92 75.4 0 0 0 0 19 15.6 3 2.5 7 5.7 1 0.8 122 

70 歳代 47 59.5 1 1.3 0 0 29 29.1 5 6.3 3 3.8 0 0 79 

80歳以上 5 27.8 2 11.1 0 0 9 16.4 0 0 2 11.1 0 0 18 

合計 393 66.7 13 2.2 0 0 55 9.3 23 3.9 104 17.7 1 0.2 589 

 



表 5 基本集計（同居家族の数） 

 １人 ２人 ３人 ４人 ５人 ６人 ７人 ８人 合計 

 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％  

男 性                  

20 歳代 7 18.0 8 20.5 8 20.5 6 15.4 6 15.4 2 5.1 2 5.1 0 0 39 

30 歳代 7 9.7 4 5.6 23 31.9 24 33.3 7 9.7 6 8.3 1 1.4 0 0 72 

40 歳代 7 9.1 17 22.1 17 22.1 18 23.4 12 15.6 5 6.5 1 1.3 0 0 77 

50 歳代 10 11.5 21 24.1 26 29.9 21 24.1 8 9.2 0 0 1 1.2 0 0 87 

60 歳代 11 10.1 43 39.5 31 28.4 15 13.8 5 4.6 3 2.8 1 0.9 0 0 109 

70 歳代 6 7.1 42 49.4 23 27.1 5 5.9 4 4.7 5 5.9 0 0 0 0 85 

80 歳以上 2 8.3 15 62.5 4 16.7 1 4.2 1 4.2 1 4.2 0 0 0 0 24 

合計 50 10.1 150 30.4 132 26.8 90 18.3 43 8.7 22 4.5 6 1.2 0 0 493 

女 性                  

20 歳代 4 6.3 7 10.9 24 37.5 16 25.0 9 14.1 3 4.7 1 1.6 0 0 64 

30 歳代 6 6.5 10 10.8 18 19.4 37 39.8 11 11.8 8 8.6 2 2.2 1 1.1 93 

40 歳代 7 6.5 11 10.2 28 25.9 40 37.0 15 13.9 6 5.6 0 0 1 0.9 108 

50 歳代 6 5.7 28 26.7 39 37.1 22 21.0 7 6.7 1 1.0 1 1.0 1 1.0 105 

60 歳代 11 9.0 56 45.9 30 24.6 9 7.4 5 4.1 9 7.4 2 1.6 0 0 122 

70 歳代 14 17.7 35 44.3 20 25.3 6 7.6 3 3.8 1 1.3 0 0 0 0 79 

80 歳以上 4 22.2 6 33.3 2 11.1 3 16.7 1 5.6 0 0 2 11.1 0 0 18 

合計 52 8.8 153 26.0 161 27.3 133 22.6 51 8.7 28 4.8 8 1.4 3 0.5 589 

  



表 6 基本集計（職業） 

 自営 正社員 非常勤 学生 主婦 無職 その他 合計 

 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％  

男 性                

20 歳代 1 2.6 28 71.8 4 10.3 4 10.3 0 0 2 5.1 0 0 39 

30 歳代 8 11.1 58 80.6 5 6.9 0 0 0 0 1 1.4 0 0 72 

40 歳代 13 16.9 59 76.6 3 3.9 0 0 0 0 2 2.6 0 0 77 

50 歳代 20 23.0 52 59.8 6 6.9 0 0 0 0 9 10.3 0 0 87 

60 歳代 17 15.6 26 23.9 26 23.9 0 0 0 0 39 35.8 1 0.9 109 

70 歳代 17 20.0 4 4.7 9 10.6 0 0 0 0 55 64.7 0 0 85 

80 歳以上 1 4.2 2 8.3 0 0 0 0 0 0 21 87.5 0 0 24 

合計 77 15.6 229 46.5 53 10.8 4 0.8 0 0 129 26.2 1 0.2 493 

女 性                

20 歳代 1 1.6 26 40.6 20 31.3 8 12.5 7 10.9 2 3.1 0 0 64 

30 歳代 5 5.4 23 24.7 43 46.2 0 0 20 21.5 1 1.1 1 1.1 93 

40 歳代 11 10.2 30 27.8 45 41.7 0 0 18 16.7 3 2.8 1 0.9 108 

50 歳代 13 12.4 18 17.1 37 35.2 0 0 34 32.4 3 2.9 0 0 105 

60 歳代 23 18.9 7 5.7 16 13.1 1 0.8 67 54.9 7 5.7 1 0.8 122 

70 歳代 4 5.1 0 0 5 6.3 0 0 49 62.0 20 25.3 1 1.3 79 

80 歳以上 1 5.6 0 0 0 0 0 0 8 44.4 9 50.0 0 0 18 

合計 58 9.9 104 17.7 166 28.2 9 1.5 203 34.5 45 7.6 4 0.7 589 

 

  



表 7 基本情報（収入の分布） 

 
100 万未満 

100~200 万

未満 

200~300 万

未満 

300~400 万

未満 

400~600 万

未満 

600~800 万

未満 

800~1000 万

未満 

1000~1200

万未満 

1200~1500

万未満 

1500 万 

以上 
収入なし 不明  

 実

数 
％ 

実

数 
％ 

実

数 
％ 

実

数 
％ 

実

数 
％ 

実

数 
％ 実数 ％ 

実

数 
％ 実数 ％ 

実

数 
％ 

実

数 
％ 

実

数 
％ 

合

計 

男 性                          

20 歳代 3 7.7 3 7.7 13 33.3 11 28.2 2 5.1 1 2.6 0 0 0 0 0 0 0 0 3 7.7 3 7.7 39 

30 歳代 2 2.8 6 8.3 10 13.9 21 29.2 14 19.4 10 13.9 2 2.8 1 1.4 0 0 0 0 0 0 6 8.3 72 

40 歳代 2 2.6 3 3.9 9 11.7 15 19.5 16 20.8 17 22.1 5 6.5 2 2.6 2 2.6 2 2.6 2 2.6 2 2.6 77 

50 歳代 5 5.8 9 10.3 8 9.2 11 12.6 13 14.9 14 16.1 9 10.3 4 4.6 1 1.2 2 2.3 6 6.9 5 5.8 87 

60 歳代 5 4.6 20 18.4 37 33.9 11 10.1 14 12.8 7 6.4 4 3.7 3 2.8 1 0.9 2 1.8 2 1.8 3 2.8 109 

70 歳代 5 5.9 22 25.9 31 36.5 14 16.5 1 1.2 2 2.4 1 1.2 2 2.4 0 0 1 1.2 0 0 6 7.1 85 

80 歳以上 2 8.3 6 25.0 10 41.7 2 8.3 1 4.2 1 4.2 1 4.2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4.2 24 

合計 24 4.9 69 14.0 118 23.9 85 17.2 61 12.4 52 10.6 22 4.5 12 2.4 4 0.8 7 1.4 13 2.6 26 5.3 493 

女 性                          

20 歳代 12 18.8 16 25.0 14 21.9 7 10.9 1 1.6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 15.6 4 6.3 64 

30 歳代 22 23.7 19 20.4 10 10.8 9 9.7 5 5.4 1 1.1 0 0 0 0 0 0 0 0 18 19.4 9 9.7 93 

40 歳代 24 22.2 26 24.1 10 9.3 11 10.2 6 5.6 5 4.6 0 0 0 0 0 0 0 0 18 16.7 8 7.4 108 

50 歳代 21 20.0 27 25.7 6 5.7 6 5.7 3 2.9 5 4.8 3 2.9 1 1.0 0 0 0 0 28 26.7 5 4.8 105 

60 歳代 50 41.0 30 24.6 8 6.6 4 3.3 4 3.3 2 1.6 1 0.8 1 0.8 0 0 0 0 15 12.3 7 5.7 122 

70 歳代 32 40.5 26 32.9 9 11.4 2 2.5 1 1.3 0 0 0 0 0 0 1 1.3 0 0 2 2.5 6 7.6 79 

80 歳以上 7 38.9 7 38.9 1 5.6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 16.7 18 

合計 168 28.5 151 25.6 58 9.9 39 6.6 20 3.4 13 2.2 4 0.7 2 0.3 1 0.2 0 0 91 15.5 42 7.1 589 



表 8 被災関連の情報 

 震災による被害あり 震災による被害なし 合計 

 実数 ％ 実数 ％  

男 性      

20 歳代 3 7.7 36 92.3 39 

30 歳代 3 4.2 68 95.8 71 

40 歳代 4 5.2 73 94.8 77 

50 歳代 9 10.3 78 89.7 87 

60 歳代 4 3.7 105 96.3 109 

70 歳代 7 8.3 77 91.7 84 

80歳以上 0 0 24 100.0 24 

合計 30 6.1 461 93.9 491 

女 性      

20 歳代 4 6.4 59 93.7 63 

30 歳代 5 5.4 87 94.6 92 

40 歳代 8 7.5 99 92.5 107 

50 歳代 10 9.5 95 90.5 105 

60 歳代 12 9.9 109 90.1 121 

70 歳代 2 2.6 76 97.4 78 

80歳以上 0 0 18 100.0 18 

合計 41 7.0 543 93.0 584 

 

  



表 9 飲酒経験の有無 

 なし あり 合計 

 実数 ％ 実数 ％  

男性      

20 歳代 1 2.6 38 97.4 39 

30 歳代 4 5.6 68 94.4 72 

40 歳代 4 5.2 73 94.8 77 

50 歳代 2 2.3 85 97.7 87 

60 歳代 6 5.5 103 94.5 109 

70 歳代 5 5.9 80 94.1 85 

80 歳以上 5 20.8 19 79.2 24 

全体 27 5.5 466 94.5 493 

女性      

20 歳代 3 4.7 61 95.3 64 

30 歳代 9 9.7 84 90.3 93 

40 歳代 12 11.1 96 88.9 108 

50 歳代 12 11.4 93 88.6 105 

60 歳代 37 30.3 85 69.7 122 

70 歳代 36 46.6 43 54.4 79 

80 歳以上 9 50.0 9 50.0 18 

全体 118 20.0 471 80.0 589 

 

  



表 10 飲酒頻度（性別、年代別） 

 毎日 週 3~6 日 月 2~4 日 月 1日以下 過去 1年飲酒なし 合計 

 実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 %  

男 性         

20 歳代 0 0 6 15.8 22 57.9 10 26.3 0 0 38 

30 歳代 19 27.9 9 13.2 18 26.5 17 25.0 5 7.4 68 

40 歳代 25 34.3 17 23.3 20 27.4 6 8.2 5 6.9 73 

50 歳代 36 42.4 17 20.0 15 17.7 6 7.1 11 12.9 85 

60 歳代 48 46.6 20 19.4 13 12.6 12 11.7 10 9.7 103 

70 歳代 32 40.0 13 16.3 11 13.8 9 11.3 15 18.8 80 

80歳以上 6 31.6 5 26.3 3 15.8 3 15.8 2 10.5 19 

合計 166 35.6 87 18.7 102 21.9 63 13.5 48 10.3 466 

女性 

20 歳代 5 8.2 5 8.2 18 29.5 27 44.3 6 9.8 61 

30 歳代 8 9.5 4 4.8 26 31.0 22 26.2 24 28.6 84 

40 歳代 18 18.8 16 16.7 23 24.0 24 25.0 15 15.6 96 

50 歳代 9 9.7 12 12.9 20 21.5 24 25.8 28 30.1 93 

60 歳代 7 8.2 10 11.8 18 21.2 26 30.6 24 28.2 85 

70 歳代 7 16.3 2 4.7 6 14.0 10 23.3 18 41.9 43 

80歳以上 0 0 0 0 0 0 2 22.2 7 77.8 9 

合計 54 11.5 49 10.4 111 23.6 135 28.7 122 25.9 471 

 

  



表 11 飲酒量の比較（飲酒経験のある者のみ）（純アルコール 10 グラムを 1単位とする） 

 

 男性 女性 

 平均単位数 標準偏差 平均単位数 標準偏差 

20 歳代 3.4 3.3 3.4 2.6 

30 歳代 4.5 4.3 2.8 1.9 

40 歳代 4.7 3.8 2.6 2.1 

50 歳代 5.5 5.0 3.0 3.4 

60 歳代 3.8 3.4 1.6 1.5 

70 歳代 3.6 3.0 1.3 1.0 

80歳以上 3.1 1.9 0.6 0.3 

全体 4.3 3.9 2.5 2.4 

 

  



表 12 飲酒量の分布（性別、年代別） 

 
0 単位 2 単位未満 

2 単位以上 

4 単位未満 

4 単位以上 

6 単位未満 

6 単位以上 

10 単位未満 
10 単位以上 不明 合計 

 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％  

男性                

20 歳代 1 2.6 15 38.5 14 35.9 3 7.7 3 7.7 3 7.7 0 0 39 

30 歳代 4 5.6 17 23.6 21 29.2 12 16.7 6 8.3 7 9.7 5 6.9 72 

40 歳代 4 5.2 20 26.0 15 19.5 14 18.2 12 15.6 7 9.1 5 6.5 77 

50 歳代 2 2.3 14 16.1 19 21.8 17 19.5 12 13.8 11 12.6 12 13.8 87 

60 歳代 6 5.5 27 24.8 31 8.4 22 20.2 9 8.3 4 3.7 10 9.2 109 

70 歳代 5 5.9 21 24.7 22 25.9 11 12.9 10 11.8 1 1.2 15 17.7 85 

80歳以上 5 20.8 6 25.0 7 29.2 2 8.3 2 8.3 0 0 2 8.3 24 

全体 27 5.5 120 24.3 129 26.2 81 16.4 54 11.0 33 6.7 49 9.9 493 

女性                

20 歳代 3 4.7 14 21.9 24 37.5 6 9.4 10 15.6 1 1.6 6 9.4 64 

30 歳代 9 9.7 23 24.7 21 22.6 12 12.9 4 4.3 0 0 24 25.8 93 

40 歳代 12 11.1 35 32.4 26 24.1 12 11.1 5 4.6 1 0.9 17 15.7 108 

50 歳代 12 11.4 30 28.6 19 18.1 8 7.6 2 1.9 4 3.8 30 28.6 105 

60 歳代 37 30.3 49 40.2 7 5.7 2 1.6 3 2.5 0 0 24 19.7 122 

70 歳代 36 45.6 21 26.6 3 3.8 1 1.3 0 0 0 0 18 22.8 79 

80歳以上 9 50.0 2 11.1 0 0 0 0 0 0 0 0 7 38.9 18 

全体 118 20.0 174 29.5 100 17.0 41 7.0 24 4.1 6 1.0 126 21.4 589 

  



表 13 寝酒の習慣の比較（性別、年齢別） 

 

 毎日 週 3~6 日 月 2~4 日 月 1日以下 なし 合計 

 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％  

男性 30 6.4 16 3.4 13 2.8 25 5.3 384 82.1 468 

20 歳代 0 0 1 2.8 1 2.8 5 13.9 29 80.6 36 

30 歳代 5 7.0 3 4.2 4 5.6 2 2.8 57 80.3 71 

40 歳代 7 9.3 8 10.7 3 4.0 4 5.3 53 70.7 75 

50 歳代 5 6.0 3 3.6 4 4.8 5 6.0 66 79.5 83 

60 歳代 5 4.6 0 0 0 0 7 6.5 96 88.9 108 

70 歳代 7 9.3 1 1.3 1 1.3 2 2.7 64 85.3 75 

80歳以上 1 5.0 0 0 0 0 0 0 19 95.0 20 

女性 11 2.0 2 0.4 7 1.3 21 3.7 520 92.7 561 

20 歳代 0 0 0 0 0 0 2 3.3 60 96.8 62 

30 歳代 3 3.3 0 0 2 2.2 3 3.3 84 91.3 92 

40 歳代 4 3.8 0 0 3 2.8 9 8.5 90 84.9 106 

50 歳代 2 2.0 0 0 1 1.0 3 3.0 94 94.0 100 

60 歳代 0 0 2 1.8 1 0.9 3 2.6 108 94.7 114 

70 歳代 2 2.8 0 0 0 0 1 1.4 69 95.8 72 

80歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 15 100.0 15 

  



表 14 AUDIT 点数の分布（性別、年齢別） 

 

 8 点未満 8-11 点 12-14 点 15-19 点 20 点以上 合計 

 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％  

男性             

20 歳代 31 86.1 5 13.9 0 0 0 0 0 0 36 

30 歳代 56 80.0 4 5.7 5 7.1 5 7.1 0 0 70 

40 歳代 52 68.4 14 18.4 3 4.0 5 6.6 2 2.6 76 

50 歳代 54 64.3 18 21.4 5 6.0 3 3.6 4 4.8 84 

60 歳代 77 73.3 17 16.2 5 4.8 4 3.8 2 1.9 105 

70 歳代 62 80.5 12 15.6 1 1.3 2 2.6 0 0 77 

80 歳以上 16 88.9 1 5.6 1 5.6 0 0 0 0 18 

全体 348 74.7 71 15.2 20 4.3 19 4.1 8 1.7 466 

女性             

20 歳代 55 88.7 7 11.3 0 0 0 0 0 0 62 

30 歳代 88 94.6 2 2.2 1 1.1 2 2.2 0 0 93 

40 歳代 99 92.5 4 3.7 1 0.9 3 2.8 0 0 107 

50 歳代 100 99.0 1 1.0 0 0 0 0 0 0 101 

60 歳代 118 99.2 1 0.8 0 0 0 0 0 0 119 

70 歳代 72 100.0 0 0 0 0 0 0 0 0 72 

80 歳以上 17 100.0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 

全体 549 96.2 15 2.6 2 0.4 5 0.9 0 0 571 

 



表 15 CAGE 得点の分布 

 

 0 点 1 点 2 点 3 点 4 点  

 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 合計 

男性            

20 歳代 34 94.4 1 2.8 1 2.8 0 0 0 0 36 

30 歳代 48 67.6 13 18.3 7 9.9 3 4.2 0 0 71 

40 歳代 52 69.7 14 18.4 8 10.5 1 1.3 0 0 76 

50 歳代 58 69.1 18 21.4 3 3.6 4 4.8 1 1.2 84 

60 歳代 67 61.5 33 30.3 9 8.3 0 0 0 0 109 

70 歳代 62 77.5 9 11.3 7 8.8 1 1.3 1 1.3 80 

80 歳以上 20 95.2 1 4.8 0 0 0 0 0 0 21 

全体 342 71.7 89 18.7 35 7.3 9 1.9 2 0.4 477 

女性            

20 歳代 57 90.5 6 9.5 0 0 0 0 0 0 63 

30 歳代 84 90.3 9 9.7 0 0 0 0 0 0 93 

40 歳代 91 85.1 14 13.1 2 1.9 0 0 0 0 107 

50 歳代 101 98.1 2 1.9 0 0 0 0 0 0 103 

60 歳代 117 96.7 3 2.5 1 0.8 0 0 0 0 121 

70 歳代 74 98.7 1 1.3 0 0 0 0 0 0 75 

80 歳以上 17 100.0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 

全体 541 93.4 35 6.0 3 0.5 0 0 0 0 579 

  



表 16 DSM-IV アルコール依存および乱用の基準を満たす者の割合 

 アルコール依存（12 か月） アルコール依存（生涯） アルコール乱用（12 か月） アルコール乱用（生涯） 

なし あり なし あり なし あり なし あり 

 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 

男性                 

20 歳代 36 92.3 3 7.7 38 97.4 1 2.6 37 94.9 2 5.1 37 94.9 2 5.1 

30 歳代 64 88.9 8 11.1 56 77.8 16 22.2 72 100.0 0 0 64 88.9 8 11.1 

40 歳代 67 87.0 10 13.0 53 68.8 24 31.2 73 94.8 4 5.2 68 88.3 9 11.7 

50 歳代 71 81.6 16 18.4 61 70.1 26 29.9 85 97.7 2 2.3 80 92.0 7 8.1 

60 歳代 101 92.7 8 7.3 87 79.8 22 20.2 108 99.1 1 0.9 97 89.0 12 11.0 

70 歳代 81 95.3 4 4.7 66 77.7 19 22.4 84 98.8 1 1.2 76 89.4 9 10.6 

80 歳以上 24 100.0 0 0 24 100.0 0 0 24 100.0 0 0 23 95.8 1 4.2 

全体 444 90.1 49 9.9 385 78.1 108 21.9 483 98.0 10 2.0 445 90.3 48 9.7 

女性                 

20 歳代 62 96.9 2 3.1 61 95.3 3 4.7 64 100.0 0 0 63 98.4 1 1.6 

30 歳代 90 96.8 3 3.2 81 87.1 12 12.9 90 96.8 3 3.2 89 95.7 4 4.3 

40 歳代 105 97.2 3 2.8 96 88.9 12 11.1 106 98.1 2 1.9 104 96.3 4 3.7 

50 歳代 104 99.1 1 1.0 102 97.1 3 2.9 103 98.1 2 1.9 100 95.2 5 4.8 

60 歳代 122 100.0 0 0 121 99.2 1 0.8 122 100.0 0 0 120 98.4 2 1.6 

70 歳代 79 100.0 0 0 78 98.7 1 1.3 79 100.0 0 0 79 100.0 0 0 

80 歳以上 18 100.0 0 0 18 100.0 0 0 18 100.0 0 0 18 100.0 0 0 

全体 580 98.5 9 1.5 557 94.6 32 5.4 582 98.8 7 1.2 573 97.3 16 2.7 

 



表 17 喫煙者の割合 

 元喫煙者 非喫煙者 喫煙者  

 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 合計 

男性        

20 歳代 0 0 29 74.4 10 25.6 39 

30 歳代 16 22.2 28 38.9 28 38.9 72 

40 歳代 17 22.1 28 36.4 32 41.6 77 

50 歳代 31 35.6 21 24.1 35 40.2 87 

60 歳代 43 39.5 35 32.1 31 28.4 109 

70 歳代 46 54.1 24 28.2 15 17.7 85 

80 歳以上 14 58.3 9 37.5 1 4.2 24 

全体 167 33.9 174 35.3 152 30.8 493 

女性        

20 歳代 2 3.1 51 79.7 11 17.2 64 

30 歳代 15 16.1 70 75.3 8 8.6 93 

40 歳代 12 11.1 80 74.1 16 14.8 108 

50 歳代 7 6.7 85 81.0 13 12.4 105 

60 歳代 12 9.8 105 86.1 5 4.1 122 

70 歳代 2 2.5 71 89.9 6 7.6 79 

80 歳以上 0 0 16 88.9 2 11.1 18 

全体 50 8.5 478 81.2 61 10.4 589 

 

  



表 18 FTND7 点以上、TDS５点以上の割合 

 FTND7 点以上 FTND7 点未満 合計 TDS5 点以上 TDS5 点未満 合計 

 実数 ％ 実数 ％  実数 ％ 実数 ％  

男性           

20 歳代 0 0 36 100.0 36 1 2.8 35 97.2 36 

30 歳代 1 1.4 69 98.6 70 14 19.7 57 80.3 71 

40 歳代 4 5.3 72 94.7 76 15 19.7 61 80.3 76 

50 歳代 3 3.6 80 96.4 83 16 19.1 68 81.0 84 

60 歳代 5 4.8 100 95.2 105 13 12.0 95 88.0 108 

70 歳代 0 0 79 100.0 79 4 5.1 75 94.9 79 

80 歳以上 0 0 17 100.0 17 1 5.3 18 94.7 19 

全体 13 2.8 453 97.2 466 64 13.5 409 86.5 473 

女性           

20 歳代 0 0 62 100.0 62 7 11.3 55 88.7 62 

30 歳代 0 0 93 100.0 93 3 3.2 90 96.8 93 

40 歳代 1 0.9 106 99.1 107 4 3.7 103 96.3 107 

50 歳代 0 0 100 100.0 100 6 5.9 96 94.1 102 

60 歳代 1 0.8 120 99.2 121 4 3.3 117 96.7 121 

70 歳代 0 0 75 100.0 75 1 1.3 74 98.7 75 

80 歳以上 0 0 17 100.0 17 1 5.9 16 94.1 17 

全体 2 0.4 573 99.7 575 26 4.5 551 95.5 577 

 

  



表 19 IAT の分布 

 40 点以上 40 点未満  

 実数 ％ 実数 ％ 合計 

男性      

20 歳代 11 31.4 24 68.6 35 

30 歳代 6 8.5 65 91.6 71 

40 歳代 5 6.7 70 93.3 75 

50 歳代 0 0 83 100.0 83 

60 歳代 0 0 106 100.0 106 

70 歳代 0 0 78 100.0 78 

80 歳以上 0 0 19 100.0 19 

全体 22 4.7 445 95.3 467 

女性      

20 歳代 7 11.3 55 88.7 62 

30 歳代 3 3.3 89 96.7 92 

40 歳代 4 3.8 102 96.2 106 

50 歳代 0 0 102 100.0 102 

60 歳代 0 0 119 100.0 119 

70 歳代 0 0 75 100.0 75 

80 歳以上 0 0 16 100.0 16 

全体 14 2.5 558 97.6 572 

 

  



表 20 SOGS の分布 

 5 点以上 5 点未満  

 実数 ％ 実数 ％ 合計 

男性      

20 歳代 4 11.1 32 88.9 36 

30 歳代 8 11.3 63 88.7 71 

40 歳代 13 17.1 63 82.9 76 

50 歳代 13 15.5 71 84.5 84 

60 歳代 12 11.0 97 89.0 109 

70 歳代 1 1.3 79 98.8 80 

80 歳以上 2 9.5 19 90.5 21 

全体 53 11.1 424 88.9 477 

女性      

20 歳代 5 7.9 58 92.1 63 

30 歳代 3 3.2 90 96.8 93 

40 歳代 1 0.9 106 99.1 107 

50 歳代 0 0 103 100.0 103 

60 歳代 1 0.8 120 99.2 121 

70 歳代 0 0 76 100.0 76 

80 歳以上 0 0 17 100.0 17 

全体 10 1.7 570 98.3 580 

 

  



表 21 睡眠薬使用の頻度 

 なし 月 1回以下 週 1回以下 週 1~4 回 ほぼ毎日 合計 

 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％  

男性            

20 歳代 35 97.2 1 2.8 0 0 0 0 0 0 36 

30 歳代 67 94.4 2 2.8 1 1.1 0 0 1 1.4 71 

40 歳代 70 93.3 0 0 1 1.3 1 1.3 3 4.0 75 

50 歳代 80 96.4 1 1.2 1 1.2 1 1.2 0 0 83 

60 歳代 106 97.3 1 0.9 0 0 0 0 2 1.8 109 

70 歳代 72 93.5 0 0 0 0 0 0 5 6.5 77 

80歳以上 19 90.5 1 4.8 0 0 1 4.8 0 0 21 

全体 449 95.1 6 1.3 3 0.6 3 0.6 11 2.3 472 

女性            

20 歳代 61 98.4 0 0 0 0 0 0 1 1.6 62 

30 歳代 87 93.6 1 1.1 1 1.1 0 0 4 4.3 93 

40 歳代 101 95.3 2 1.9 0 0 0 0 3 2.8 106 

50 歳代 96 93.2 3 2.9 0 0 1 1.0 3 2.9 103 

60 歳代 103 85.1 4 3.3 7 5.8 0 0 7 5.8 121 

70 歳代 53 71.6 6 8.1 4 5.4 2 2.7 9 12.2 74 

80歳以上 15 88.2 1 5.9 0 0 0 0 1 5.9 17 

全体 516 89.6 17 3.0 12 2.1 3 0.5 28 4.9 576 

 

  



表 22 BDEPQ の分布 

 23 点未満 23 点以上  

 実数 ％ 実数 ％ 合計 

男性      

20 歳代 36 100.0 0 0 36 

30 歳代 69 98.6 1 1.4 70 

40 歳代 73 98.7 1 1.4 74 

50 歳代 82 100.0 0 0 82 

60 歳代 108 100.0 0 0 108 

70 歳代 72 100.0 0 0 72 

80 歳以上 19 100.0 0 0 19 

全体 459 99.6 2 0.4 461 

女性      

20 歳代 60 98.4 1 1.6 61 

30 歳代 88 97.8 2 2.2 90 

40 歳代 102 97.1 3 2.9 105 

50 歳代 101 100.0 0 0 101 

60 歳代 109 96.5 4 3.5 113 

70 歳代 65 98.5 1 1.5 66 

80 歳以上 16 100.0 0 0 16 

全体 541 98.0 11 2.0 552 

 

  



表 23 AUDIT とニコチン依存とのクロス集計 

 

ニコチン依存（FTND） 

 FTND7 点以上 FTND7 点未満  

 実数 ％ 実数 ％ 合計 

男性      

AUDIT8 点未満 5 1.5 336 98.5 341 

AUDIT8 点以上 8 6.8 109 93.2 117 

女性      

AUDIT8 点未満 2 0.4 545 99.6 547 

AUDIT8 点以上 0 0 21 100.0 21 

男性；χ2 = 11.9, p = 0.0025 

 

ニコチン依存（TDS） 

 TDS5 点以上 TDS5 点未満  

 実数 ％ 実数 ％ 合計 

男性      

AUDIT8 点未満 38 11.1 306 89.0 344 

AUDIT8 点以上 25 21.2 93 78.8 118 

女性      

AUDIT8 点未満 25 4.6 523 95.4 548 

AUDIT8 点以上 1 4.8 20 95.2 21 

男性；χ2 = 13.1, p = 0.0056 



表 24 インターネット依存 

 

 IAT 40 点以上 IAT 40 点未満  

 実数 ％ 実数 ％ 合計 

男性      

AUDIT8 点未満 19 5.6 319 94.4 338 

AUDIT8 点以上 3 2.5 115 97.5 118 

女性      

AUDIT8 点未満 13 2.4 530 97.6 543 

AUDIT8 点以上 1 4.6 21 95.5 22 

 

表 25 ギャンブル依存 

 

 SOGS 5 点以上 SOGS 5 点未満  

 実数 ％ 実数 ％ 合計 

男性      

AUDIT8 点未満 36 10.3 312 89.7 348 

AUDIT8 点以上 17 14.4 101 85.6 118 

女性      

AUDIT8 点未満 10 1.8 539 98.2 549 

AUDIT8 点以上 0 0 22 100.0 22 

 

  



表 26 睡眠薬の使用頻度 

 

 なし 月 1回以下 週 1回以下 週 1~4 回 ほぼ毎日 合計 

 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％  

男性            

AUDIT8 点未満 329 95.9 3 0.9 2 0.6 1 0.3 8 2.3 343 

AUDIT8 点以上 112 94.9 2 1.7 1 0.9 1 0.9 2 1.7 118 

女性            

AUDIT8 点未満 490 89.4 16 2.9 12 2.2 3 0.6 27 4.9 548 

AUDIT8 点以上 19 90.5 1 4.8 0 0 0 0 1 4.8 21 

 

表 27 寝酒の頻度 

 

 毎日 週 3~6 日 月 2~4 日 月 1日以下 なし 合計 

 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％  

男性            

AUDIT8 点未満 8 2.4 7 2.1 9 2.7 15 4.4 300 88.5 339 

AUDIT8 点以上 20 17.0 9 7.6 4 3.4 10 8.5 75 63.6 118 

女性            

AUDIT8 点未満 6 1.1 2 0.4 7 1.3 19 3.6 499 93.6 533 

AUDIT8 点以上 5 23.8 0 0 0 0 2 9.5 14 66.7 21 

男性；χ2 = 47.6, p < 0.0001、女性；χ2 = 56.2, p = < 0.0001 

  



表 28 ベンゾジアゼピン依存 

 

 BDEPQ 23 点未満 BDEPQ 23 点以上  

 実数 ％ 実数 ％ 合計 

男性      

AUDIT8 点未満 334 99.4 2 0.6 336 

AUDIT8 点以上 116 100.0 0 0 116 

女性      

AUDIT8 点未満 514 98.1 10 1.9 524 

AUDIT8 点以上 19 95.0 1 5.0 20 

 

表 29 震災被害と多量飲酒者割合 

 男性 女性 

 全体 飲酒者のみ 全体† 飲酒者のみ* 

 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 

被害あり 2 6.7 2 7.4 5 12.2 5 21.7 

被害なし 84 18.2 84 20.2 25 4.6 25 7.8 
†χ2 = 5.37, p = 0.021 
*χ2 = 5.15, p = 0.023 

  



表 30 被害の有無とアルコール乱用（DSM-IV） 

 アルコール乱用（12 か月） アルコール乱用（生涯） 

なし あり なし あり 

 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 

男性         

被害あり 29 96.7 1 3.3 29† 96.7 1 3.3 

被害なし 451 97.8 10 2.2 380 82.4 81 17.6 

全体 480 97.8 11 2.2 409 83.3 82 16.7 

女性         

被害あり 39* 95.1 2 4.9 36** 87.8 5 12.2 

被害なし 538 99.1 5 0.9 521 96.0 22 4.1 

全体 577 98.8 7 1.2 557 95.4 27 4.6 

*χ2 = 5.04, p = 0.025 
**χ2 = 5.73, p = 0.017 
†χ2 = 4.10, p = 0.043 

  



表 31 被害の有無とニコチン依存 

 FTND7 点以上 FTND7 点未満 合計 TDS5 点以上 TDS5 点未満 合計 

 実数 ％ 実数 ％  実数 ％ 実数 ％  

男性           

被害あり 2 7.4 25 92.6 27 5 18.5 22 81.5 27 

被害なし 11 2.5 426 97.5 437 59 13.3 385 86.7 444 

全体 13 2.8 451 97.2 464 64 13.6 407 86.4 471 

女性           

被害あり 1* 2.4 40 97.6 41 5** 12.2 36 87.8 41 

被害なし 1 0.2 528 99.8 529 21 4.0 510 96.1 531 

全体 2 0.4 568 99.7 570 26 4.6 546 96.1 572 
*χ2 = 5.51, p = 0.019 
**χ2 = 5.96, p = 0.015 

  



図 1 男性のアルコール依存症（12 か月）有病率の日米比較 
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図 2 女性のアルコール依存症（12 か月）有病率の日米比較 
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図 3 男性のアルコール乱用（12 か月）有病率の日米比較 
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図 4 女性のアルコール乱用（12 か月）有病率の日米比較 
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